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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成31年3月28日(2019.3.28)

【公開番号】特開2016-147490(P2016-147490A)
【公開日】平成28年8月18日(2016.8.18)
【年通号数】公開・登録公報2016-049
【出願番号】特願2016-24157(P2016-24157)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/54     (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/30     (2014.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ    5/00     　　　Ａ
   Ｂ４１Ｍ    5/00     　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｄ   11/54     　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/30     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     １２３　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月12日(2019.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色材、アニオン性水溶性樹脂、樹脂粒子、及び包接化合物を含有するインクを記録媒体
に付与するインク付与工程と、
　有機酸及び多価金属イオンのうちの少なくとも１種を含有する第１の液体組成物を、前
記インクが付与される領域の少なくとも一部に重なるように前記記録媒体に付与する第１
の液体組成物付与工程と、
を有することを特徴とする画像記録方法。
【請求項２】
　前記包接化合物が、前記アニオン性水溶性樹脂に対する包接化合物である請求項１に記
載の画像記録方法。
【請求項３】
　前記包接化合物が、シクロデキストリン及びシクロデキストリン誘導体のうちの少なく
とも１種である請求項１または２に記載の画像記録方法。
【請求項４】
　前記インク中の前記包接化合物の含有量（ＣＩ）に対する前記インク中の前記アニオン
性水溶性樹脂の含有量（ＣＡＰ）の質量比（ＣＡＰ／ＣＩ）が、０．０７以上３０以下で
ある請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像記録方法。
【請求項５】
　前記インク中の前記樹脂粒子の含有量（ＣＰ）に対する前記インク中の前記アニオン性
水溶性樹脂の含有量（ＣＡＰ）の質量比（ＣＡＰ／ＣＰ）が、０．０２以上３０以下であ
る請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像記録方法。
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【請求項６】
　前記インクは水性媒体を含有する請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像記録方法
。
【請求項７】
　前記アニオン性水溶性樹脂はアニオン性基及び疎水性基を有する請求項１乃至６のいず
れか１項に記載の画像記録方法。
【請求項８】
　前記包接化合物が、α－シクロデキストリン、α－シクロデキストリン誘導体、β－シ
クロデキストリン、β－シクロデキストリン誘導体、γ－シクロデキストリン、及びγ－
シクロデキストリン誘導体のうちの少なくとも１種であって、
　（ｉ）前記包接化合物が、α－シクロデキストリン、α－シクロデキストリン誘導体、
β－シクロデキストリン、またはβ－シクロデキストリン誘導体である場合、前記疎水性
基は、アルキル基またはシクロアルキル基を含む炭素数１～１０の炭化水素基、または、
アリール基を含む炭素数６または７の炭化水素基であり、
　（ｉｉ）前記包接化合物が、γ－シクロデキストリンまたはγ－シクロデキストリン誘
導体である場合、前記疎水性基は、アルキル基またはシクロアルキル基を含む炭素数１～
１０の炭化水素基、または、アリール基を含む炭素数６～１５の炭化水素基である
請求項７に記載の画像記録方法。
【請求項９】
　色材、アニオン性水溶性樹脂、樹脂粒子及び包接化合物を含有するインクと、有機酸及
び多価金属イオンのうちの少なくとも１種を含有する第１の液体組成物と、の画像記録用
の液体セット。
【請求項１０】
　前記包接化合物が、前記アニオン性水溶性樹脂に対する包接化合物である請求項９に記
載の液体セット。
【請求項１１】
　色材、アニオン性水溶性樹脂及び樹脂粒子を含有するインクを記録媒体に付与するイン
ク付与工程と、
　有機酸及び多価金属イオンのうちの少なくとも１種、及び、包接化合物を含有する第１
の液体組成物を、前記インクが付与される領域の少なくとも一部に重なるように前記記録
媒体に付与する第１の液体組成物付与工程と、
を有することを特徴とする画像記録方法。
【請求項１２】
　前記包接化合物が、前記アニオン性水溶性樹脂に対する包接化合物である請求項１１に
記載の画像記録方法。
【請求項１３】
　前記包接化合物が、シクロデキストリン及びシクロデキストリン誘導体のうちの少なく
とも１種である請求項１１または１２に記載の画像記録方法。
【請求項１４】
　画像形成時に付与したインク量から算出した、前記インク中の前記アニオン性水溶性樹
脂の質量（ＭＡ）に対して、画像形成時に付与した第１の液体組成物中の包接化合物の質
量（ＭＩ）の比（ＭＡ／ＭＩ）が、０．０７以上３０以下である請求項１１乃至１３のい
ずれか１項に記載の画像記録方法。
【請求項１５】
　前記インク中の前記樹脂粒子の含有量（ＣＰ）に対する前記インク中の前記アニオン性
水溶性樹脂の含有量（ＣＡＰ）の質量比（ＣＡＰ／ＣＰ）が、０．０２以上３０以下であ
る請求項１１乃至１４のいずれか１項に記載の画像記録方法。
【請求項１６】
　前記インクは水性媒体を含有する請求項１１乃至１５のいずれか１項に記載の画像記録
方法。
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【請求項１７】
　前記アニオン性水溶性樹脂はアニオン性基及び疎水性基を有する請求項１１乃至１６の
いずれか１項に記載の画像記録方法。
【請求項１８】
　前記包接化合物が、α－シクロデキストリン、α－シクロデキストリン誘導体、β－シ
クロデキストリン、β－シクロデキストリン誘導体、γ－シクロデキストリン、及びγ－
シクロデキストリン誘導体のうちの少なくとも１種であって、
　（ｉ）前記包接化合物が、α－シクロデキストリン、α－シクロデキストリン誘導体、
β－シクロデキストリン、またはβ－シクロデキストリン誘導体である場合、前記疎水性
基は、アルキル基またはシクロアルキル基を含む炭素数１～１０の炭化水素基、または、
アリール基を含む炭素数６または７の炭化水素基であり、
　（ｉｉ）前記包接化合物が、γ－シクロデキストリンまたはγ－シクロデキストリン誘
導体である場合、前記疎水性基は、アルキル基またはシクロアルキル基を含む炭素数１～
１０の炭化水素基、または、アリール基を含む炭素数６～１５の炭化水素基である
請求項１７に記載の画像記録方法。
【請求項１９】
　色材及びアニオン性水溶性樹脂を含有するインクと、有機酸及び多価金属イオンのうち
の少なくとも１種、及び、包接化合物を含有する第１の液体組成物と、の画像記録用の液
体セット。
【請求項２０】
　前記包接化合物が、前記アニオン性水溶性樹脂に対する包接化合物である請求項１９に
記載の液体セット。
【請求項２１】
　色材を含有するインクを記録媒体に付与するインク付与工程と、
　有機酸及び多価金属イオンのうちの少なくとも１種を含有する第１の液体組成物を、前
記インクが付与される領域の少なくとも一部に重なるように前記記録媒体に付与する第１
の液体組成物の付与工程と、
　アニオン性水溶性樹脂及び包接化合物を含有する第２の液体組成物を、前記第１の液体
組成物が付与される領域の少なくとも一部に重なるように前記記録媒体に付与する第２の
液体組成物の付与工程と、
を有することを特徴とする画像記録方法。
【請求項２２】
　前記包接化合物が、前記アニオン性水溶性樹脂に対する包接化合物である請求項２１に
記載の画像記録方法。
【請求項２３】
　前記包接化合物が、シクロデキストリン及びシクロデキストリン誘導体のうちの少なく
とも１種を含む請求項２１または２２に記載の画像記録方法。
【請求項２４】
　前記第２の液体組成物中の、前記包接化合物の含有量（ＣＩ）に対する前記アニオン性
水溶性樹脂の含有量（ＣＡ）の質量比（ＣＡ／ＣＩ）が、０．０７以上３０以下である請
求項２１乃至２３のいずれか１項に記載の画像記録方法。
【請求項２５】
　前記インク付与工程及び前記第１の液体組成物の付与工程を行った後に、前記第２の液
体組成物の付与工程を行う請求項２１乃至２４のいずれか１項に記載の画像記録方法。
【請求項２６】
　前記インクは水性媒体を含有する請求項２１乃至２５のいずれか１項に記載の画像記録
方法。
【請求項２７】
　前記アニオン性水溶性樹脂はアニオン性基及び疎水性基を有する請求項２１乃至２６の
いずれか１項に記載の画像記録方法。
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【請求項２８】
　前記包接化合物が、α－シクロデキストリン、α－シクロデキストリン誘導体、β－シ
クロデキストリン、β－シクロデキストリン誘導体、γ－シクロデキストリン、及びγ－
シクロデキストリン誘導体のうちの少なくとも１種であって、
　（ｉ）前記包接化合物が、α－シクロデキストリン、α－シクロデキストリン誘導体、
β－シクロデキストリン、またはβ－シクロデキストリン誘導体である場合、前記疎水性
基は、アルキル基またはシクロアルキル基を含む炭素数１～１０の炭化水素基、または、
アリール基を含む炭素数６または７の炭化水素基であり、
　（ｉｉ）前記包接化合物が、γ－シクロデキストリンまたはγ－シクロデキストリン誘
導体である場合、前記疎水性基は、アルキル基またはシクロアルキル基を含む炭素数１～
１０の炭化水素基、または、アリール基を含む炭素数６～１５の炭化水素基である
請求項２７に記載の画像記録方法。
【請求項２９】
　色材を含有するインクと、有機酸及び多価金属イオンのうちの少なくとも１種を含有す
る第１の液体組成物と、アニオン性水溶性樹脂及び包接化合物を含有する第２の液体組成
物とを有する画像記録用の液体セット。
【請求項３０】
　前記包接化合物が、前記アニオン性水溶性樹脂に対する包接化合物である請求項２９に
記載の液体セット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
［インクの調製］
（色材の調製）
＜染料＞
　ブラック染料としてＣ．Ｉ．フードブラック－２、シアン染料としてＣ．Ｉ．アシッド
ブルー－９、マゼンタ染料としてＣ．Ｉ．アシッドレッド－２８９を用意した。
＜自己分散顔料＞
　ブラック自己分散顔料として、市販の顔料分散液（Ｃａｂ－Ｏ－ＪＥＴ２００；キャボ
ット製）を用いた。シアン自己分散顔料として、市販の顔料分散液（Ｃａｂ－Ｏ－Ｊｅｔ
２５０Ｃ；キャボット製）を用いた。マゼンタ自己分散顔料として、市販の顔料分散液（
Ｃａｂ－Ｏ－Ｊｅｔ４６５Ｍ；キャボット製）を用いた。
＜アニオン性水溶性樹脂を分散剤とする顔料分散体＞
（樹脂分散タイプのブラック顔料）
・カーボンブラック（製品名：モナク１１００、キャボット製）　１０部
・顔料分散剤としてのアニオン性水溶性樹脂水溶液（樹脂：スチレン－アクリル酸エチル
－アクリル酸共重合体、酸価１５０、重量平均分子量８，０００、樹脂の含有量が２０．
０質量％の水溶液を水酸化カリウム水溶液で中和したもの）　１０部
・純水　８０部
　これらの材料を混合し、バッチ式縦型サンドミル（アイメックス製）に仕込み、０．３
ｍｍ径のジルコニアビーズを２００部充填し、水冷しつつ、５時間分散処理を行った。得
られた分散液を遠心分離して、粗大粒子を除去し、分散剤樹脂により分散したブラック顔
料を含む顔料分散体１（顔料の含有量；１０．０質量％）を得た。この顔料分散体１を後
述する表１－１のインク３Ａ及び表１－２のインク２７Ａに使用した。
　更に、
・カーボンブラック（製品名：モナク１１００、キャボット製）：１０部
・顔料分散剤としてのアニオン性水溶性樹脂水溶液（樹脂：スチレン－アクリル酸エチル
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－アクリル酸共重合体、酸価１５０、重量平均分子量８，０００、樹脂の含有量が２０．
０質量％の水溶液を水酸化カリウム水溶液で中和したもの）：３０部
・純水：６０部
として、上記と同様に分散操作を行い、ブラック顔料分散体２を作成し、表１－１のイン
ク４Ａ及び表１－２の２８Ａに使用した。
（樹脂分散タイプのシアン顔料）
　カーボンブラックにかえてＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３を用いた以外は、上記（
ブラック樹脂分散顔料）と同様にして、分散剤樹脂により分散したシアン顔料を含む顔料
分散体（顔料の含有量；１０．０質量％）を得た。
（樹脂分散タイプのマゼンタ顔料）
　カーボンブラックにかえてＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を用いた以外は、上記（ブ
ラック樹脂分散顔料）と同様にして、分散剤樹脂により分散したマゼンタ顔料を含む顔料
分散体（顔料の含有量；１０．０質量％）を得た。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　（インク１Ｂ～３９Ｂ）
　ブラックの色材をシアンの色材に変更したこと以外は、インク１Ａ～３９Ａと同様にし
て、インク（シアンインク）１Ｂ～３９Ｂをそれぞれ調製した。
　（インク１Ｃ～３９Ｃ）
　ブラックの色材をマゼンタの色材に変更したこと以外は、インク１Ａ～３９Ａと同様に
して、インク（マゼンタインク）１Ｃ～３９Ｃをそれぞれ調製した。
　インク１Ａ～２５Ａについて、包接化合物に対するアニオン性水溶性樹脂の質量比、樹
脂粒子に対するアニオン性水溶性樹脂の質量比を、表２に示す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
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【表１－３】
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